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目指す学校像   礼節と主体性を備えた人材を育成し、地域の期待に応える活力ある進学校    
 

 
  
  
  
  
  
  
 

 

 
 達 
 
 成 
 
 度 
 

 

 Ａ 

 

  ほぼ達成  （８割以上） 

      ※学校関係者評価実施日とは、最終回の学校評価懇話会を開催し
    学校自己評価を踏まえて評価を受けた日とする。            
      

 Ｂ 
 
  概ね達成  （６割以上）  

 
重 点 目 標 

 

１ 更なる授業改善に取り組み、主体的に学ぶ生徒の育成に取り組む。     【学力向上】 
２ 高い志を育み、生徒一人一人の進路を実現させる             【進路指導】 
３ 積極的な情報発信を行い、地域の期待に応える学校づくりに取り組む。   【魅力ある学校づくり】 
４ 生徒一人一人に寄り添い、将来のリーダーとしてふさわしい礼節と主体性を 
 備えた生徒を育成する。                         【知徳体を備えた人材育成】                                                        

   
 出席者 学校関係者  ２  名 
 
         生徒      ５   名 
 
         事務局（教職員）８  名 

 

 
 Ｃ 

 
  変化の兆し （４割以上） 

 
 Ｄ 

 
  不 十 分  （４割未満） 

     
  
    ※ 番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、方策の評価指標」を設定。 2 
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学校関係者評価 

年    度    目    標 年  度  評  価 （ ２月１日 現在  ） 実施日 令和 年 月 日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策 学校関係者からの意見・要望・評価等 
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・現状 
意欲的に、目標を持って
取り組む生徒がいる一
方、学習意欲に乏しい生
徒もいるなど幅広い学
力層の生徒が存在する。 
 
・課題 
生徒の学習に対するモ
チベーションを向上さ
せ、教員の教科指導力を
、より充実させる必要が
ある。 

 
 
新学習指導
要領の主旨
を踏まえな
がら、教員の
指導力を高
め、生徒の学
力を向上さ
せる。 
 
 

①一人一台端末の導入を活かし、主体的・対話的で深
い学びを促進し、生徒が主体的に学べる授業を展開し
ながら、生徒の考える力や表現力を育成する。 
 
②職員研修等を励行し、全教職員の共通認識のもと組
織的・計画的に指導力の充実を図るとともに、幅広い
学力層に対応した指導を行う。 
 
③総合的な探究の時間において、県指定事業「学際的
な学び推進事業」等を活用し、自ら課題を見つけ、主
体に学ぶ力を育成するとともに、外部に発信すること
で、積極的に他者と関わろうとする態度を育てる。 

①前年度より、ＩＣＴを活用した指導や
主体的・対話的で深い学びを取り入れた
授業の割合が増えたか。 
 
 
②スクールポリシーや学校のミッショ
ンを踏まえ、観点別評価に対応しながら
細やかな指導ができているか。 
 
 
③主体的に学ぶ力が育成できたか。また
、その取組が進路選択・実現に活かせて
いるか。 

 

 

  

 
２ 
 
 
 

・現状 
卒業後の進路や将来につい
ての目標が定まらず、きめ
の細かい指導を必要とする
生徒が多い。 
 
 
・課題 
個人面談や進路関係の講演
会等の行事を充実させ、生
徒に質の高い進路意識を醸
成させる必要がある。 

 
 
 
 
生徒に高い
志を持たせ、
第一希望 
の進路を実
現させる。 
 

①個別面談や、進路講演会を始めあらゆる機会を捉え
、生徒に高い目標を設定させ、諦めさせない指導を実
施する。 
 
②模試等を分析して生徒に方策や課題を示し、各自に
目標時間を設定させるなどして、自主学習の習慣づけ
を促進させる。 
 
③進路情報の入手・提供を充実させ、保護者と情報を
共有しながら、早期の進路意識の形成を図る。 

①生徒アンケートで「高い目標を持ち、
妥協しない自分づくりに努めた｣の回答
が前年度より上昇したか。            
 
②スタディサポートや模試の結果など
で学力向上が見られたか。自主学習時間
が確保できているか。 
 
③国公立大学およびGMARCH以上への現
役合格合計４０名以上を達成したか。第
一希望とする進路を実現できたか。 

 

 

  

 
３ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・現状 
地域の児童生徒数の減少に
より常に定員確保が危ぶま
れている状態である。 
 
 
・課題 
本校の魅力を地域内外に発
信し、入学希望者を増やし
ていく必要がある。 

 
 
魅力を広く
発信して、入
学者の定員
を確保する
とともに、地
域と連携し
た教育活動
を推進する。
  
 

①全教職員の共通理解のもと、組織的・計画的に学校
説明会を運営し、効果的な広報活動を推進する。また
、中３生だけでなく、中１・２年生や小学生にも積極
的に学校を紹介していく。 
 
②メディア等も含め様々な媒体で情報を提供し、中学
校訪問や学習塾訪問、自治体訪問を組織的に行うこと
で、本校の魅力を具体的に発信する。 
 
③地域の市町村や企業、ちちぶ定住自立圏推進委員会
等外部機関と連携し、本校の魅力化・特色化に繋がる
行事を実施する。 

①中学生への定期的な情報提供、授業公
開、有効な広報活動を展開したか。 
 
 
 
②募集定員を満たすことができたか。 
 
 
③連携行事に参加した生徒数延べ５０
名以上を達成したか。 

 

 

  

 
４ 
 
 
 
 

 

・現状 
元気な挨拶や品格を備えた
秩父高校生としての振る舞
いができない生徒が少なか
らずいる。また、悩みを抱
えカウンセリングなどが必
要な生徒が増えてきた。 
・課題 
生徒の主体性を向上させる
取組を充実させるとともに
生徒に寄り添う相談体制の
充実が必要である。 

 
 
 
 
 
生徒の礼節
と主体性を
育む。 

①秩父高校生としての誇りをもたせ、成年年齢引き下
げを見据えた大人としての自律心や自覚を持たせる
指導の徹底を図る。 
 
 
②特別活動(部活動・学校行事等)の実施の工夫や活性
化により生徒のより一層の自主性を育む。 
 
 
 
③研修等を実施して教員の対応力を高めるとともに、
スクールカウンセラー等、外部機関との連携を図り、
多面的・組織的に対応するなど教育相談体制を充実さ
せる。 
 

①生徒アンケートの「規律ある学校生活
」の項目が９５％以上に達したか。 
 
 
②特別活動の自己評価が昨年度より上
昇したか。 
 
 
③「先生方による相談対応」の項目で、
生徒評価が昨年度より上昇したか。 
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